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研究成果の概要（和文）：　本研究は、放射線影響をめぐる科学的な調査研究について、その形成と展開を歴史
的に解明するとともに、それらが国際機関等の場でどのように評価され、防護基準の策定にいかにいかされたの
かの経緯を解明することを目的とし、広島・長崎の原爆被害者に対する調査研究からチェルノブイリや福島の原
発事故による影響まで、科学史を軸に据えつつ、歴史と現状の両面から、学際的に研究を進めてきた。他のグル
ープとの共催のものも含め、学会等でのシンポジウムや公開の国際ワークショップを含めた複数の研究会合等を
企画・開催し、研究成果の発表を行なうことができた。

研究成果の概要（英文）：  This research project has investigated the historical processes of the 
scientific research on radiation effects, and how they were evaluated by international organizations
 and how they were related to the radiological protection standards, especially focusing on the 
issues of radiation effects after the nuclear accidents at Chernobyl and Fukushima from 
international and interdisciplinary perspectives.

研究分野： 科学技術史

キーワード： 科学史　放射線　健康影響　原発事故　疫学　放射線防護基準　福島　チェルノブイリ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、放射線影響研究に関する科学的・歴史的な側面からの研究だけでなく、放射線防護基準の策定をめ
ぐる国際的な諸関係や科学と政治のダイナミクスを捉えた分析・検討をあわせて行なったところに学術的意義が
あり、それらの研究によって、被害者の救済や防護政策の問題点などの、現在、重要な社会的問題となっている
課題へ示唆を与えることに繋げようとしているところに社会的意義を有していると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 2011 年の福島原発震災以降の日本社会では、長年にわたる放射線影響研究の蓄積、既存の防
護基準の体系にもかかわらず、放射線被曝のリスク、避難や食品規制の基準、健康影響・被害
調査のあり方等に関して、安全側と危険側とで見解が大きく分かれ、政府の施策の受けとめ方
をめぐっても社会的に混乱をもたらしている。なぜそのような事態になってしまうのか、これ
までにも見られた問題が繰り返されているように思われる。そこで、これまでの放射線影響研
究と防護基準策定の歴史を解明することによって、この事態に対する理解を深め、状況改善に
資することはきわめて今日的に重要な課題であると考えた。 
 研究代表者は、以前より科学技術論の観点からリスク論への関心をもち、放射線リスク論も
研究対象に入れるようになり、ICRP（国際放射線防護委員会）の勧告や米国の BEIR（電離放射
線の生物学的影響に関する委員会）報告などの検討にも取り組んできた。さらに、放射線影響
研究において現在でも世界的に重要なデータとして参照されている広島・長崎の原爆被爆者に
関する調査についての科学史的研究に取り組み、1945 年の原爆投下直後から現在にいたる広
島・長崎の原爆被爆者に関する被害調査、そして現在の福島県民健康調査に至る放射線影響調
査のあり方について、科学史的研究および科学技術論による現状分析の両面から取り組んでき
た。 
 本研究では、国内外の先行研究の蓄積をふまえつつ、研究対象を日本、米国、旧ソ連などに
おく共同研究者を得て、広く国際的な視野から、さらに、文化人類学、ジャーナリズム論など
の共同研究者も加えて、学際的にアプローチして研究課題に取り組む構想を立案した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、放射線影響をめぐる科学的な調査研究について、日本、アメリカ、ロシア（旧ソ
連）における研究の形成と展開を歴史的に解明するとともに、それらが国際機関等の場でどの
ように評価され、防護基準の策定にいかされたのかの経緯を解明する。さらにそうした調査研
究と基準策定が被害者の認定や救済、行政による規制政策など、人々の暮らしと健康のために
はたしていかされたのか、社会的な対応についても歴史的に検討する。科学史を軸に据えつつ、
環境史、文化人類学、メディア論など、学際的にアプローチすることによって、現代科学史研
究にとっての重要課題である＜放射線の科学史＞の研究基盤構築を目指す。 
 放射線影響をめぐる調査・研究（線量測定、被害・健康調査によるデータ収集とそれらの分
析・評価）、放射線防護の基準策定の歴史を解明するとともに、現実社会において歴史的にも現
在的にも、被曝影響をめぐる捉え方が混乱している原因と問題点を構造的に明らかにする。 
 
(1) 日本、アメリカ、ロシア（旧ソ連）における放射線影響研究の形成と展開を歴史的に明ら
かにする。日本の例では、広島・長崎の原爆被爆者調査について、1950 年代の LSS（寿命調査）、
AHS（成人健康調査）の成立に関して、日米双方の側からの資料を駆使して歴史研究を発展させ
る必要がある。アメリカの核実験による被害を受けたマーシャル諸島について、近年の帰還の
動きも含め、科学と社会の両面から検討する。冷戦期のソ連の放射線科学、またチェルノブイ
リ原発事故後の影響調査・研究についても多角的に取り組む。 
(2) ICRP や UNSCEAR（原子放射線の影響に関する国連科学委員会）、IAEA（国際原子力機関）な
どの国際機関を舞台に、放射線の線量評価や健康影響評価、防護基準がどのような経緯でまと
まったのか、歴史的文脈のなかでのさまざまな動向を、科学的な側面と政治的・社会的側面の
両面から明らかにする。特に、放射線防護の基準として世界的に参照されてきた ICRP の基本勧
告の形成過程を解明すること、なかでも、ALARA 原則（合理的に達成可能なかぎり低く）を盛
り込んだ 1977 年勧告、現行の関連国内法のベースとなっている 1990 年勧告、最新の 2007 年勧
告についての研究は、先行研究では十分でなかったり、まだほとんど研究されていなかったり
する部分である。 
(3) 異なる科学的な見解や学説が並立・論争となる社会的背景やそれがもたらす社会的影響な
ど、科学技術論やメディア論の視角からの解明、影響・被害を被った人々をめぐる社会的な問
題についての歴史的・文化人類学的な究明など、福島以後の現在的問題を理解することにも繋
がる＜科学と社会＞の両面からの総合的な解明を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、研究代表者の統括の下、研究分担者・研究協力者との密な連絡をメーリングリス
トを活用しながら図り、研究進捗状況を常に確認しつつ、各研究者が文献資料調査を軸とした
科学史的研究、または現在的な問題も含めた科学的・社会的側面についての研究を進め、放射
線影響研究が防護の実際にどのように適用されているのか、被害の評価をめぐる論争の分析、
避難と帰還をめぐる社会的・政治的問題の検討などの課題もあわせて、共同研究としての成果
をあげるべく、メンバーが一同に会する全体研究会を年 1～2回開催して、討議する。また、全
体研究会とは別に、関連する学会等でシンポジウムやセッションを積極的に企画し、共同研究
を進める工夫をこらした。 



 調査研究の方法は、各研究者が国内外の文献・文書資料収集を進め、検討・分析を加えてい
く文献資料調査を基本とする。また適宜、関係者へのインタビューや研究会への招待講演を依
頼し、研究を進めていく。＜国際機関＞＜日本＞＜アメリカ＞＜ロシア＞についてそれぞれの
相互関係を歴史的に追究し、放射線被曝をめぐる社会的な問題の全体構造を解明する研究の実
現を図る。 
 
４．研究成果 
 
(1) チェルノブイリ原発事故と東京電力福島原発事故との比較を通じて、原発事故後の放射線
健康影響問題の課題を抽出し、分析・検討を加えた。事故の特徴をとくに放射能汚染の面から
比較し、長期的な汚染地域における放射線防護対策について、チェルノブイリ法の下に実践さ
れた住民支援策や IAEA による評価の問題点、それらに対して、福島の事故後における日本政府
の政策はどのように決められていったのか、事故後の小児甲状腺がんの多発状況についてのデ
ータの分析・検討などの研究が進められ、その成果の一部は、日本科学史学会『科学史研究』
誌で小特集「原発事故後の放射線健康影響問題――チェルノブイリと福島」として公刊された。 
 
(2) とくに福島原発事故後の小児甲状腺がんの多発問題については多角的に検討を加えた。福
島県「県民健康調査」の甲状腺検査に関して、関連する疫学研究論文を読み解き、データ分析
の再検討を行った。広島・長崎の原爆被爆者の調査研究や原子力施設労働者の疫学研究など、
その他の低線量放射線被曝に関する疫学研究の世界的動向をレビューしつつ、疫学の調査研究
のあり方に関する歴史的検討や倫理的問題の検討も進めた。広島・長崎の原爆被爆者、チェル
ノブイリ原発事故後、東海村 JCO 臨界事故後、福島原発事故後における保健政策の比較検討な
ども行った。それらの研究は、日本科学史学会、科学技術社会論学会、日本公衆衛生学会など
でシンポジウムやセッションを企画・実施したり、学会発表を行ったりすることを通じて、成
果の一部を発表した。 
 さらに、放射線影響に関する疫学に関して、データ分析の再検討や歴史的・倫理的検討など
もあわせた学際的な研究を展開すべく、2019 年 6月に新たに「分野を横断した放射線疫学の研
究会」を立ち上げ、公開研究会を開催した。今後の研究に繋げていく計画を立てているところ
である。 
 
(3) 広島・長崎で ABCC（原爆傷害調査委員会）の調査に従事したワタル・ストウの伝記『小児
科医ドクター・ストウ伝』（長澤克治著）の合評会をもとに、原爆被爆者調査の歴史についてさ
らなる研究を進める展望を開くべく議論し、その一部は、『生物学史研究』誌で小特集「長澤克
治著『小児科医ドクター・ストウ伝』をめぐって」として公刊された。 
 
(4) 2018 年 11 月に国際ワークショップ“Radiation Diplomacy: The History and the Present”
を開催し、放射線に関係する国際的な視野からの歴史研究と現在的問題に関する研究とをあわ
せて、国内外の研究者による 9本の研究発表が行なわれた。 
 
(5) 原爆被爆者の調査から現在の福島原発事故後の調査までの放射線の被曝調査のあり方をめ
ぐる歴史的・倫理的側面からの検討とそれら調査が放射線防護基準の策定にどのように関わる
かの問題点に関して、2019 年 5 月に日本科学史学会第 66 回年会において、シンポジウム「放
射線の被曝調査と防護基準策定をめぐる科学と倫理――その歴史と現在」を開催した。2019 年
夏に、原発事故後の放射線防護に関する ICRP の勧告・報告書の改訂草案が公表・パブリックコ
メントにかけられたのをうけて、それらを多面的に検討する研究に着手し、今後の研究計画に
繋げていくべく、シンポジウム等の企画を立てつつ、調査研究を進めているところである。 
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
高橋博子 74(3)

 １．著者名

10.14989/244051

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Records and Diaries Regarding Atomic Bomb Casualties Written by Medical Doctors and Scientists

ZINBUN 103-111

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Maika Nakao 49

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「津波は堤防を越えない」との市説明が避難を遅らせた原因か

週刊金曜日 42-43

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
林衛 26(14)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
科学技術社会論の批判的展望――特集にあたって

科学技術社会論研究 9-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
柿原泰 15

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ABCCと原子爆弾影響研究所

生物学史研究 37-44

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
柿原泰 95

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
書評：アドリアーナ・ペトリーナ著、粥川準二監修、森本麻衣子、若松文貴訳『曝された生――チェルノ
ブイリ後の生物学的市民』

文化人類学 662-664

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
中原聖乃 83(4)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
低線量被ばく問題とアグノトロジー

21世紀社会研究 69-87

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
藤岡毅 10

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アメリカの核開発とABCC――米原子力委員会と米科学アカデミー文書から

広島平和記念資料館資料調査研究会研究報告 27-35

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
高橋博子 14

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
原発事故後の長期放射線防護対策とIAEA

科学史研究 216-224

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
吉田由布子 56(283)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
チェルノブイリ事故と福島事故――事故の経過と放射能汚染の比較

科学史研究 208-216

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
今中哲二 56(283)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
原発事故後の放射線健康影響問題――チェルノブイリと福島：序論

科学史研究 205-208

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
柿原泰 56(283)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ABCC史を拓くストウ伝

生物学史研究 29-34

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
中尾麻伊香 95

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.24546/81009860

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
東京電力福島第一原発事故後の延べ100人の子どもの尿中の放射性セシウム濃度測定結果

神戸大学大学院海事科学研究科紀要 23-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
斉藤さちこ、山内知也 14

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Against Lysenkoites’ Hegemony: On the Establishment of the Institute of Cytology and Genetics
at the Siberian Branch of the USSR Academy of Sciences

Studies in the History of Biology 7-21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hiroshi Ichikawa 9(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
東京電力福島第一原発事故による小児甲状腺がんの多発

科学史研究 234-244

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
山内知也 56

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
放射能汚染地域への帰還政策はいかに決定されたか――低線量被曝健康影響の科学と政治をめぐって

科学史研究 224-234

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
藤岡毅 56(283)

 １．著者名



2018年

2017年

2018年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Obninsk, 1955: The World's First Nuclear Power Plant and 'The Atomic Diplomacy' by Soviet
Scientists

Historia Scientiarum 25-41

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ichikawa, Hiroshi 26 (1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ABCCと米原子力委員会の被ばく者調査

KUR Report（京都大学原子炉実験所） 56-59

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
高橋博子 KURRI-EKR-23

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
カナダ戦争博物館に見るカナダの「核」の表象

社会科学研究（中京大学社会科学研究所紀要） 153-176

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
中原聖乃 38(1)

 １．著者名

10.13189

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Perceptions of the Radiation Disaster of from the H-bomb Testing: Subsistence Economy,
Knowledge and Network among the People of Rongelap in the Marshall Islands

Sociology and Anthropology 176-186

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Satoe Nakahara 6(1)

 １．著者名



2016年

2016年

2016年

〔学会発表〕　計68件（うち招待講演　12件／うち国際学会　20件）

2019年

 ２．発表標題

日本科学史学会　第66回年会　シンポジウム
 ３．学会等名

柿原泰
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

シンポジウム「放射線の被曝調査と防護基準策定をめぐる科学と倫理――その歴史と現在」イントロダクション・趣旨説明

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
オバマ大統領の広島訪問

現代思想 190-195

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
高橋　博子 44 (15)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The History of Radioactive Exposure and U.S.-Japanese Relation

Nanzan Review of American Studies 135-137

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahashi, Hiroko 38

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
欧米での電離放射線防護の科学史研究の最前線：ウィーンの国際シンポジウムに参加して

科学史研究 241-248

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
樋口　敏広 279

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本科学史学会　第66回年会　シンポジウム

日本科学史学会　第66回年会　シンポジウム

日本科学史学会　第66回年会　シンポジウム

日本科学史学会　第66回年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山田耕作

瀬川嘉之

柿原泰

中尾麻伊香

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

長崎大学とABCCの解剖プログラム

科学者の社会的責任と倫理――宮崎・早野論文に関連して

放射線審議会をめぐる科学と政治――東電福島原発事故が継続する現在から

放射線被曝調査をめぐる倫理の歴史と現在



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

分野を横断した放射線疫学の研究会　2019夏

分野を横断した放射線疫学の研究会　2019夏

分野を横断した放射線疫学の研究会　2019夏

分野を横断した放射線疫学の研究会　2019夏（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

柿原泰

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

山内知也

永井宏幸

初坂奈津子

 ４．発表年

現代の疫学、放射線影響調査のあり方に関する問題点――科学史の観点から

福島原発事故後の甲状腺がん発症の問題

喫煙習慣の異なる原発等核施設労働者の被曝線量と死亡率の関係――放射線影響協会のデータの解析

東京電力福島第一原子力発電所における緊急作業従事者の放射線被ばく量と水晶体混濁発症に関する調査

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

科学技術社会論学会　第18回年次研究大会

科学技術社会論学会　第18回年次研究大会

 ２．発表標題

科学技術社会論学会　第18回年次研究大会

科学技術社会論学会　第18回年次研究大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

林衛、藤岡毅、種市靖行、土井妙子、柿原泰

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

林衛

トランスサイエンス論を準用（誤用？）した科学のねじ曲げ――オーガナイザによる問題提起として

「県民健康調査」検討委員会をアグノトロジーで検討する

200を越える多発症例をどうみるか――検査にかかわる医師の立場から

藤岡毅

種市靖行

オーガナイズド・セッション「福島「県民健康調査」検討委員会は科学的か」



2019年

2019年

2019年

2019年

Workshop June 26-30-Royaumont, France, Organized by Stanford  University and Paris University（招待講演）（国際学会）

An International and Interdisciplinary Workshop Living in a Nuclear World: Order, Knowledge, and Normalization French
Research Institute on Japan - Maison franco-japonaise (FRIJ-MFJ)（招待講演）（国際学会）

日本災害復興学会　2019年度鳥取大会

第8回日本サイエンスコミュニケーション協会年会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Hiroko Takahashi

林衛

林衛

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

東電刑事裁判地裁判決における科学コミュニケーション問題

Continuing Nuclear Tests and Ending Tuna Inspections: Politics,  Science, and the Lucky Dragon Incident in 1954

Continuing Nuclear Tests and Ending Tuna Inspections: Politics,  Science, and the Lucky Dragon Incident in 1954

なぜ宮城県は二度の巨大歴史津波（869貞観，1611慶長）を対策から外してしまったのか――情報開示された2010年夏「第4次地震被害想定
調査」打合せ記録簿から浮かび上がる被害拡大要因

 １．発表者名

Hiroko Takahashi



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本科学史学会　第65回年会　シンポジウム

日本科学史学会　第65回年会　シンポジウム

 ３．学会等名

 ２．発表標題

藤岡毅

高橋博子

吉田由布子

 ３．学会等名

日本科学史学会　第65回年会　シンポジウム

日本科学史学会　第65回年会　シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シンポジウム「放射線影響評価の国際機関（UNSCEAR）の歴史と現在――東電福島原発事故の影響をめぐる日本の論争を理解するために」
趣旨説明と問題提起

アメリカ原子力委員会とUNSCEARの発足：1950年代を中心に

チェルノブイリ後の小児甲状腺がん多発問題とUNSCEAR

小児甲状腺がんの多発とUNSCEAR2016白書の非科学的性格

 １．発表者名
山内知也



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本科学史学会　第65回年会

Revisiting Nuclear Order: Techno political Landscapes and Timescapes（招待講演）（国際学会）

高橋博子

中原聖乃

柿原泰

日本文化人類学会　第52回

科学社会学会　第7回年次大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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